
  

平成２８年度
佐賀県こどもＵＤ作品コンクール

入賞作品集



 

 

区分 部門 学校 学年 氏名 作品名 頁

大
賞 

アイディア 
作品 

佐賀大学教育学部 
附属中学校 

２年 酒井 俊輔 イライラしないガムテープ 1

ポスター 
・壁新聞 

⽩⽯町⽴有明中学校 １年

渕 廉、 
川野 隆⼀郎、
松本 ⾥乃、

伊東 凜 

すごか〜九州ＵＤ 2

作文 佐賀県⽴⽜津⾼等学校 １年 髙取 玲奈 英国のＵＤから学んで 3

優
秀
賞 

アイディア 
作品 

佐賀大学教育学部 
附属中学校 

２年 山口 留奈 ちゃっちゃとマーカー 4

佐賀県⽴⼩城⾼等学校 １年 内田 早紀 
New︕パーキングパーミット

で変わる日々 
5

ポスター 
・壁新聞 

吉野ヶ⾥町⽴三田川 
⼩学校 

４年

⽴⽯ 姫菜、
鶴 夕華、 

山代 夏穂、
⻄村 もも 

未来のＵＤ新聞 6

⼩城市⽴⼩城中学校 ２年 ⾦丸 晃子 
愛から生まれた 

ユニバーサルデザイン 
7

作文 
基山町⽴若基⼩学校 ４年 山下 沙羅 

ユニバーサルデザイン 
があったから 

8

佐賀県⽴⾦⽴特別⽀援学校 ３年 太田 知⾥ ユニバーサルデザインと未来 9

入
選 

アイディア 
作品 

佐賀市⽴⾚松⼩学校 ３年 古賀 彩織 周りが明るい階だん 10

佐賀市⽴⾚松⼩学校 ３年 津村 夏妃 らくらくドライヤー 11

江北町⽴江北⼩学校 ５年 橋 ⼼理 スライドできる手すり 12

江北町⽴江北⼩学校 ５年 松尾 雅大 コタツのリモコン 13

江北町⽴江北⼩学校 ５年 鶴田 恋子 みんなで安⼼エスカレーター 14

江北町⽴江北⼩学校 ５年 吉本 ここね みんなで使える安全ほう丁 15

唐津市⽴⾼峰中学校 ２年 森 大晟 はがすだけ簡単選別電池 16

  

入賞者一覧 



 
区分 部門 学校 学年 氏名 作品名 頁

入
選 

アイディア 
作品 

佐賀大学教育学部 
附属中学校 

２年 大野 紗彩花 おどろきキャップ開け 17

佐賀大学教育学部 
附属中学校 

２年 髙橋 彩夏 ひけ RULER 18

佐賀大学教育学部 
附属中学校 

２年 副島 瑞希 No where ストロー 19

⿃栖市⽴田代中学校 ２年 松田 拓真 自動で出るはみがき粉 20

⿃栖市⽴田代中学校 ２年 嘉村 日菜 押すだけハミガキコ 21

佐賀県⽴⼩城⾼等学校 １年 北島 翔馬 ケルッチ 22

佐賀県⽴⼩城⾼等学校 １年 野田 ⼀輝 
片手で簡単に開けられる

Mag-Bag 
23

佐賀県⽴⼩城⾼等学校 １年 干場 彩花 安⼼で安全なキュートナベ 24

佐賀県⽴⼩城⾼等学校 １年 永渕 貴子 色でわかる時計 25

佐賀県⽴伊万⾥農林 
⾼等学校 

２年 前田 晶子 ペットボトルまきまき 26

ポスター 
・壁新聞 

佐賀市⽴諸富⼩学校 ４年

永尾 姫織、
野田 有紗、
末次 ひかり、
森永 捺美 

⾞いすを楽しむ 27

吉野ヶ⾥町⽴三田川⼩学校 ４年

古田 玲南、
野上 葵稟、
深堀 玲那、
髙田 茉奈、
入嶋 優衣 

私たちが学んだ認知症 28

⼩城市⽴芦刈観瀾校 ７年 山口 紗弥 福祉体験を学ぶ 29

作文 

佐賀県⽴神埼清明⾼等学校 ２年 大澤 愛美 ユニバーサルデザインとは 30

佐賀県⽴⽜津⾼等学校 １年 田中 二千夏 笑顔の街づくり 31

佐賀県⽴⽜津⾼等学校 １年 林 美唯 不便さについて 32

 

入賞者一覧 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

大 賞 

アイディア作品の部 大賞

「イライラしないガムテープ」
佐賀大学教育学部附属中学校 ２年︓酒井

さかい
 俊

しゅん
輔
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大 賞 

ポスター・壁新聞の部 大賞

「すごか〜九州ＵＤ」
⽩⽯町⽴有明中学校 １年︓  片

かた
渕
ふち

 廉
れん

川野
か わ の

 隆⼀郎
りゅういちろう

松本
まつもと

 ⾥乃
り の

伊東
い と う

 凜
りん

-2- 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 私がユニバーサルデザインについて深く考えるようになったのは、中学２年⽣の時
に⾏った英国語学研修旅⾏でのことです。 きっかけは、現地のホストファミリーと
ロンドン市内にあるロケット・パークに⾏ったことでした。 そこでは現地の子ども
たちが楽しそうに遊んでいましたが、中には⾞椅子の子どももいました。 そこは、
国内初のユニバーサルデザイン化された公園で、「Wooden Spoon」という支援団体
などの財団から寄付を得て２００８年に障害のある子もない子も一緒に利⽤できる
遊び場へリニューアルしたそうです。 また、地元の特別支援学校の子どもたちが、
スポーツやレクリエーションを楽しむリハビリの観点もあるということでした。 
 そこには、⾞椅子や歩⾏器の練習コースや、段差のない肘掛けや⾝体を支える棒の
付いた⾞椅子に乗ったまま回転できる遊具、直径１メートル程の円形で、クモの巣の
様に編まれたネット部分に座れ、体幹を維持することが難しい子どもでも自由な体勢
で揺れを楽しめるブランコなどの、⽇本では⾒たことのない形の遊具が沢⼭ありまし
た。 私は、これらを⾒て驚きました。⾞椅子の子と元気に外で遊んでいる姿を初め
て⾒たからです。 また、⾞椅子の方向けだけではなく、ブランコの手すりで指を挟
まない工夫や、前後の柵での衝突事故を防ぐ為、左右に設置された柵など細かい工夫
がされていました。 
 私は、このような公園が増えればもっと社会が明るくなり、障害を持った人とも親
しみやすくなるのではないかと思います。 ⼩学校の頃、同じクラスに⾞椅子に乗っ
た⼥の子がいました。 休み時間にはいつも一人で遊んでいて、少し内気な子でした。
でも、⾞椅子の方でも楽しめる遊具があれば、一緒に遊んでいくうちに打ち解けるこ
とができて社会に出た時もその経験を元に、会話をし、コミュニケーションを取りや
すくなるのではないでしょうか。 
 私は今回、子どもに関してのユニバーサルデザインを挙げましたが、まだ他に必要
としている人たちがいます。ロケット・パークの提案者であるカトリーナさんは障害
児の家族たちと、「とにかく『あきらめないで』と言いたいです。誰でも新しい何か
に挑戦しようとすれば必ず抵抗にあうもの。 それでも後に退かず、あなたの思いを
貫いて下さい。」という言葉を送っています。 こうして諦めず思いを貫こうとして
いる人々の為にも、ユニバーサルデザインは⼤切なのだと感じました。 
 ２０２０年には東京オリンピックが開かれニーズも多様化していきます。勿論「⼼
のバリアフリー」も重要ですが、⽇本のユニバーサルデザインを存分に発揮できるよ
うなものになればと思います。 
 

  

大 賞 

作文の部 大賞

「英国のＵＤから学んで」
佐賀県⽴⽜津⾼等学校 １年︓髙

たか
取
とり

 玲奈
れ な
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優 秀 賞 

アイディア作品の部 優秀賞

「ちゃっちゃとマーカー」
佐賀大学教育学部附属中学校 ２年︓山口

やまぐち
 留奈

る な
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優 秀 賞 

アイディア作品の部 優秀賞

「New︕パーキングパーミットで変わる⽇々」
佐賀県⽴⼩城⾼等学校 １年︓内田

う ち だ
 早

さ
紀
き
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優 秀 賞 

ポスター・壁新聞の部 優秀賞

「未来のＵＤ新聞」
吉野ヶ⾥町⽴三田川⼩学校 ４年︓⽴⽯

たていし
 姫

ひ
菜
な

鶴
つる

 夕
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華
か

山代
やましろ

 夏
か

穂
ほ

⻄村
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優 秀 賞 

ポスター・壁新聞の部 優秀賞

「愛から生まれたユニバーサルデザイン」 
⼩城市⽴⼩城中学校 ２年︓⾦丸

かなまる
 晃子

あ き こ
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 私は、３年のころに、ユニバーサルデザインという言葉を聞きました。 最初は、
「ユニバーサルデザインって何だろう」と思いました。 でも、話を聞いたりすると、
「ユニバーサルデザインってこういう物なんだ」と思いました。 ４年⽣になったと
きに、⾞いす体験と、手話と、点字を知りました。 ⾞いす体験は、坂を上るときと
かが一番きょうふでした。 手話では、いろんな言葉を手話であらわしました。 点
字はとても打つのがむずかしかったです。 手話では、みんなの前で発表しました。 
ちょっとはずかしかったけど、うまくいったのでよかったです。 私は、こういうこ
とをしていこうと思いました。 「ユニバーサルデザインがあったら、世界じゅうの
人たちが笑顔になるかな」と思いました。 たとえば、⾞いすの人だったら、だんさ
をへらしたり、目が不自由な人だったら、点字を分かりやすくしてよみやすくしたり
とか、目が不自由だったら、ボードやかみに言葉とかをかいてみせたりすることなど、
ユニバーサルデザインは、体の不自由な人のためにいろんなかつやくや工夫をして不
自由な人を笑顔にしたり、ユニバーサルデザインがあって、本当にやくにたつなとお
もわれたら私はうれしいです。 このように、ユニバーサルデザインはいろんな工夫
をしたり、かつやくしたりしてやくだっているのです。 
 私のゆめは、ユニバーサルデザインをもっと作って体が不自由な人のやくにたちた
いというゆめがあります。 なので４年⽣のときから、ずっと、体の不自由な人は、
どんな物があったら、やくにたつんだろうとかを考えながら⽣活していきたいと思い
ます。 あと、家族や友達にもいろいろなユニバーサルデザインを知ってもらいたい
です。 
 
 
 
 
 
 
 

  

優 秀 賞 

作文の部 優秀賞

「ユニバーサルデザインがあったから」 
基山町⽴若基⼩学校 ４年︓山下

やました
 沙羅

さ ら
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 私は普段からユニバーサルデザインの物を使っています。それに少し前からユニバ
ーサルデザインの物があることをそういう言葉もあることは知っていました。 
 しかし私はあるとき思いました。「言葉や商品は知っているけれどちゃんとした言
葉の意味は分かっているのかなあ。」と。 
 だから私は改めてこのことを調べることにしました。 
 まずユニバーサルデザインとは国籍、⾝体能⼒、年齢に関係なくすべての人に使え
るとっても便利なデザインのものの事です。 
 例えば⽔道は手をかざすだけで出るものがあります。 
 このような商品はすべて七原則からつくられています。 
 その原則とは公平性、自由性、分かりやすさ、単純性、安全性、省体⼒の事を言い
ます。この七原則を守っているものの中から私はトイレについて意⾒を述べたいと思
います。 
 私は買い物に⾏ったとき、⾞いすでも入れるトイレを使うのですが、Ｌ字型の手す
りやセンサーで⽔が流れるトイレはとても使いやすくてよいと思います。 
 しかし、私は⾞いすに乗っている状態から便座に移動する時、便座と⾞いすの距離
が遠く手すりにつかまっていることがとてもきつい事があります。 そのため便座と
⾞いすの間に座れる⼤きさの台があったら良いと思います。 台があればトイレの移
乗がもっと楽になるし、お年寄りも転ぶ⼼配がありません。 ⼩さな子供を連れてい
るお⺟さんは、子供を座らせてトイレをすることができます。 
 さまざまな道具ができ便利な世の中になりましたが、あともう少しの工夫があるだ
けでもっと暮らしやすい世の中になると思います。 
 ユニバーサルデザインのいち利⽤者として、このような工夫をこれからもたくさん
伝えることができたら良いと思います。 
 
 
 
 
 
 

  

優 秀 賞 

作文の部 優秀賞

「ユニバーサルデザインと未来」
佐賀県⽴⾦⽴特別⽀援学校 ３年︓太田

お お た
 知⾥

ち さ と
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「周りが明るい階だん」
佐賀市⽴⾚松⼩学校 ３年︓古賀

こ が
 彩

い
織
おり
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「らくらくドライヤー」
佐賀市⽴⾚松⼩学校 ３年︓津村

つ む ら
 夏

なつ
妃
き
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「スライドできる手すり」
江北町⽴江北⼩学校 ５年︓廣

ひろ
橋
はし

 ⼼理
み り
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「コタツのリモコン」
江北町⽴江北⼩学校 ５年︓松尾

ま つ お
 雅大

ま さ と
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「みんなで安⼼エスカレーター」
江北町⽴江北⼩学校 ５年︓鶴田

つ る だ
 恋子

こ こ
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「みんなで使える安全ほう丁」
江北町⽴江北⼩学校 ５年︓吉本

よしもと
 ここね
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「はがすだけ簡単選別電池」
唐津市⽴⾼峰中学校 ２年︓森

もり
 大

たい
晟
せい
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「おどろきキャップ開け」
佐賀大学教育学部附属中学校 ２年︓大野

お お の
 紗

さ
彩
や

花
か
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「ひけ RULER」
佐賀大学教育学部附属中学校 ２年︓髙

たか
橋
はし

 彩
あや

夏
か
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「No where ストロー」
佐賀大学教育学部附属中学校 ２年︓副島

そえじま
 瑞

みず
希
き
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「自動で出るはみがき粉」
⿃栖市⽴田代中学校 ２年︓松田

ま つ だ
 拓

たく
真
ま
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「押すだけハミガキコ」
⿃栖市⽴田代中学校 ２年︓嘉村

か む ら
 ⽇

ひ
菜
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「ケルッチ」
佐賀県⽴⼩城⾼等学校 １年︓北島

きたじま
 翔

しょう
馬
ま
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「片手で簡単に開けられる Mag-Bag」 
佐賀県⽴⼩城⾼等学校 １年︓野田

の だ
 ⼀輝

か ず き
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「安⼼で安全なキュートナベ」
佐賀県⽴⼩城⾼等学校 １年︓干場

ほ し ば
 彩

あや
花
か
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「色でわかる時計」
佐賀県⽴⼩城⾼等学校 １年︓永渕

ながふち
 貴子

た か こ
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入 選 

アイディア作品の部 入選

「ペットボトルまきまき」
佐賀県⽴伊万⾥農林⾼等学校 ２年︓前田

ま え だ
 晶子

あ き こ
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入 選 

ポスター・壁新聞の部 入選

「⾞いすを楽しむ」
佐賀市⽴諸富南⼩学校 ４年︓ 永尾
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入 選 

ポスター・壁新聞の部 入選

「私たちが学んだ認知症」
吉野ヶ⾥町⽴三田川⼩学校 ４年︓古田

ふ る た
 玲

れ
南
な

野上
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 葵稟
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深堀
ふかほり

 玲那
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髙
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入
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嶋
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ゆ

衣
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入 選 

ポスター・壁新聞の部 入選

「福祉体験を学ぶ」
⼩城市⽴芦刈観瀾校 ７年︓山口

やまぐち
 紗

さ
弥
や
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 ユニバーサルデザインとは、障害の有無や年齢、性別、国籍や⺠族などに関わりが
なく誰もが等しく使いやすいように、安全で便利な都市や建物、製品や道具を実現し
ようとする考え方です。 
 私が興味を持った物は角がたくさんある消しゴムです。興味を持った理由は、自分
が普段から勉強をする上で消しゴムは必須アイテムでもあるからです。 文字を間違
えたら消すということが当たり前ですが、障害のある方や手の⼒があまり入らない人
は不自由だと思います。 誰もが一度は使ったことがある消しゴムのユニバーサルデ
ザインはどんな物なのか、また、改めて調べてみることでどんないいことがあるのか
調べてみることでどんないいことがあるのか調べてみたいなと思いました。 
 便利だと思うことは普通の消しゴムは使⽤するとカドが減り丸くなって⼩さい文
字を消すのに不便を感じることがありました。しかし、カドのある消しゴムはたくさ
んの角がある事により使い続けても次々に新しい角が使えるようになります。 ⼩さ
い文字を消す際にはもちろん、特に、製図やデザインなどの作業で紙状の細かな部分
を修正するのに⼤変便利です。 
 次に、ユニバーサルデザインが役に⽴ちそうなことについてです。 夏と冬の介護
実習で⾏かせてもらった施設にはどれも段差がなく⾞いすの方でも通ることが出来
るスロープも設置されていました。 高齢者になるとちょっとした段差につまずくこ
ともあり転倒の危険も増えてきます。 スロープも設置することで⾞いすの方でもス
ムーズに進むことが出来ます。 
 実習で⾏かせてもらったほとんどの利⽤者の方が⾞いす利⽤の方でした。 障害を
持っていない私たちにはあまり変わりませんが⾜に障害を持って⾞いす⽣活の方が
使うとスロープや段差があるかないかでかなりの負担の面が違うんだろうなと思い
ました。 
 介護福祉士になるにあたって、あったらいいと思うユニバーサルデザインを考えて
みました。ジュースや食べ物のパッケージに賞味期限の点字を書くといいと思います。 
⽇常⽣活の中で本などには点字があるけれども逆に飲食物に関しては点字があるの
はあまり⾒たことがありません。 目が不自由な方はいつまで食べられるのか自分で
判断ができません。 自分の自⽴精神を向上するために飲食物にも点字を表記し自分
で判断できるようにするとよいと思います。 
 私が思う暮らしやすい社会は障害のあるなしに関係なく差別をしない社会だと思
います。 町に出ると⾞いすに乗られている方や何らかの障害を持っている方を⾒か
けます。 障害がある方にも分け隔てなく接することが⼤事だと思います。 健常者
だけが住みやすい社会になるのはおかしいことですし、性別や人種に関係なく共に暮
らしていくことで初めて国が成り⽴つのだと思うので福祉を学ぶ私たちがきちんと
理解し、障害がある方に寄り添っていかなければならないなと思いました。 
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作文の部 入選

「ユニバーサルデザインとは」
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 私たちが⽣きていくうえで、不便だと思うことは次から次へとでてくる。 それを
解決するともっと安全で安⼼して暮らせる快適な街ができる。 一⾒簡単そうに⾒え
るけれど、⾏動にうつすのは、なかなか難しいことだ。 まず解決するには相手への
「思いやり」が必要であると私は思っている。 
 ある⽇、私はあるスーパーへ買い物へ⾏った。 その時に、腰の曲がったおばあち
ゃんが二袋分の荷物を持って歩いていた。 私は正直迷っていた。 「ここでおばあ
ちゃんを助けてあげないと」「でも、断られたら恥ずかしいもんなぁ」と思いながら
何もできず、ただただ重そうに荷物を運ぶおばあちゃんを⾒ていた。 そんなこんな
しているうちに買い物を終えたお⺟さんがやってきて、そのおばあちゃんに気づいた
お⺟さんは、急いで⾞に荷物をのせて、私に「ちょっと待っててね」と言っておばあ
ちゃんのもとへ⾛って⾏きました。 私は⾞の中から、おかあさんがおばあちゃんの
荷物を持っている所をずっと⾒ていました。 そんなお⺟さんの姿はとてもかっこよ
く、ヒーローみたいでした。 
 初対面の人と話すのはとても勇気がいることだし、それに笑顔で接するなんてもっ
とむずかしい。 それなのに、お⺟さんはさらっとやり遂げていて、本当にかっこよ
かったです。 これが本当の思いやりなのかなと私は思います。 書いているうちに
思ってきたことは、相手を思いやると自然と笑顔になるんじゃないかということです。 
私はお⺟さんの姿をみて将来、いや明⽇からでも思いやりの⼼を持って相手に接する
ことのできる人になりたいと強く思いました。 どんなに⼩さなことでも、自分が出
来る範囲のことをやっていきたいと思う。 
 安全で快適な街をつくるためには、思いやりの⼼からだなと思う。 １人１人が思
いやりの⼼を持てば。きっと素敵な街が出来ると私は思う。 思いやりと笑顔があふ
れる街がたくさん出来ることを願って、相手を思いやった⾏動をしたい。 
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「笑顔の街づくり」
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 私は何も障害をもっていないので今⽣活している中で不便だなと思うことはめっ
たにありません。 でも障害をもっている方や高齢者の方々は、どんな時に不便だと
思うのか私は疑問に思いました。 
 どんな時不便と思われるのか、私は考えてみました。 一つ思いついたのが自動販
売機です。 ⾞イスに乗っている方は一番上のボタンをおしたい時など位置が高くて
届かないのではと私は思いました。 これは⾞イスに乗っている方々だけではなく、
⼩さい子どもも困ると思います。 二つ目は高齢者や⾜が不自由な方々が信号が変わ
る時間内に横断歩道が渡れないことです。 特に都会では横断歩道の⻑さが⻑く、人
も多いのでさらに渡りづらくなると思います。 三つ目は点字ブロックが道路にあっ
ても使えないときです。 目が不自由な人には⽋かせない点字ブロックですが、時々、
自転⾞などが置いてあったり、点字ブロックの上で気にせず⽴ち⽌まっていたりする
人がいます。 他にも障害者の方々は不便だと思うことはあると思います。 不便だ
と思うことをなくしていくためにはまずは周りの人たちが障害者や高齢者の方々が
困っていたらすぐに気づいてあげることが⼤切だと思います。 
 私は前、荷物をたくさん持って両手がふさがっている高齢者の方を⾒たことがあり
ます。 その人は信号を渡ろうとしていましたが、両手がふさがっているので、ボタ
ンをおすのにも苦労されていました。 私はその人のところに⾏って荷物を持ってあ
げました。 するとその人は私に「ありがとう」と言い嬉しそうでした。 私はとて
も温かい気持ちになりました。 そのときにみんなが思いやりの⼼を持てば障害者や
高齢者の人たちが不自由だと思うことは少なくなるのではないかと思いました。 
 不便だと考えた⾞イスの方が自動販売機のボタンをおしたくても届かないときは、
それに気づいてあげて代わりにボタンをおしてあげればいいことです。 横断歩道を
時間内に渡れない人がいたらその人のサポートをして、みんな理解し合って、点字ブ
ロックの上に自転⾞がおいてあったりしているときは、自転⾞をどかすなどの⾏動を
とればいいと思います。 周りの人たちが困っている人に気づいてあげることでその
人たちは不便だと思うことが減っていくのではないかと私は考えました。 みんなが
使いやすい商品を作ることも⼤切だけど何よりも⼤切なのは一人一人が思いやりの
⼼を持つことだと私は思います。 
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